
宇仁ふれあいバスの運行日数の見直しについて 

 

１ 内容 

  加西市宇仁地区で運行している自家用有償旅客運送「宇仁ふれあいバス（うにバス）」に

ついて、今後も継続的な運行をしていくため、現行の運行計画の見直しを検討しています。 

 

２ 運行概要 

運行団体  宇仁郷まちづくり協議会 

  種 別  交通空白地有償運送 

  有効期間  令和 7 年８月 17 日 から 令和 10 年８月 16 日 

  運行形態  定時定路線型 

運 行 日    平日のみ（小印南線：月・水・金、国正線：火・木） 

  対  価  大人 200 円、小人 100 円（回数券あり） 

 

３ 年度別利用状況 

 R2※1 R3 R4 R5 R6 R７ 

運行日数 122 日 243 日 244 日 243 日 243 日 242 日 

年間利用者数 456 人 942 人 1,008 人 864 人 738 人 724 人 

１日当たり利用者数 3.7 人 3.9 人 4.1 人 3.6 人 3.0 人 3.0 人 

１便当たり利用者数 0.5 人 0.6 人 0.6 人 0.5 人 0.4 人 0.4 人 

１人当たり行政補助

額※2 
4,481 円 4,515 円 4,195 円 5,946 円 5,478 円 5,576 円 

※1 R2.10～試験運行開始（R2.12～本格運行） 

※2 基準値は 2,000 円/人（年間）と設定 

 

４ 曜日ごとの利用者数 

 月曜 

（小印南線） 

火曜 

（国正線） 

水曜 

（小印南線） 

木曜 

（国正線） 

金曜 

（小印南線） 
計 

R5 214 人 145 人 208 人 133 人 164 人 864 人 

R6 109 人 130 人 168 人 192 人 139 人 738 人 

R7 106 人 190 人 111 人 183 人 134 人 724 人 
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５ 利用者アンケート調査 

 上記の現状を踏まえ、運転手および経費の負担軽減を目指し、運行日数の見直しや運行形

態の変更を視野に入れ、利用者の実情を把握するためのアンケート調査を実施しました。 

 運行日数の見直しについては、週 3 日運行している小印南線から、祝日の影響を受けやす

い月曜日を運休候補として、利用者の意向を確認しました。 

 

・実 施 日：令和 8 年 4 月 1 日（水）～令和 8 年 4 月 30 日（木） 

 ・当月利用者：79 人 

 ・回 答 数：15 枚（1 人 1 回答をお願いするもの） 

 

【結果分析（詳細は別紙）】 

①月曜日の運休に対して「他の曜日に予定をずらす」「影響はない」との前向きな回答が多

く見受けられました。そのため、月曜日を運休としても、火曜～金曜へ利用をシフトしてい

ただくことで、住民の移動ニーズは概ね吸収可能であると推測されます。 

②予約型への移行については、「予約してこれまで通り利用する」という層がいる一方で、

「手続きが難しそう」「どちらともいえない」といった保留層も存在しています。これは、

予約制への移行そのものへの反対というより、運用面に対する不安が心理的障壁になってい

ることが読み取れます。 

 

６ 今後の方向性（見直しの方針） 

下記運行体制の検討を進め、引き続き利用促進の取組を実施していきます。 

①月曜日の運休 

利用者への影響が比較的小さいことが確認された「月曜日」を運休とし、運行日を週 4 日

に集約します（小印南線 2 日、国正線 2 日）。変更による混乱を避けるため、以下の段階的な

スケジュールで移行します。 

・7月～９月： 車内およびバス停での周知期間（利用者の動向や影響を注視） 

・10月～ ： 「月曜日運休」体制での運行開始 

②予約型運行への検討 

 人口減少に伴い利用者の母数が減少している現状において、より無駄のない効率的な運行

方法として「予約型運行」への切り替えも検討していく必要があると考えています。 

しかし、現状の「定時定路線型」には、加西市外からの来訪者等でも事前手続きなしで気

軽に利用できるという大きなメリットがあります。そのため、全面的な切り替えには慎重に

進めていきます。 
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